
エゾシカ・陸上生態系
　ワーキンググループって？ 今回の会議

　知床半島で、エゾシカや陸上生態系の管理をどの

ように進めるのか議論するための会議です。

　この会議での意見をもとに、さまざまな事業が進

められています。
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遺産隣接地域でのエゾシカ捕獲、さらに本格化！

知床科学委員会しんぶんエゾシカ・陸上生態系
ワーキンググループ NO.8

「知床で今何が起こっているの !?」　「どんな調査が行われているの !?」など、タイムリーな

情報をお伝えします。

　１０月１日（水）釧路地方合同庁舎にて、今

年度第２回目の会議がありました。

必見！

TOP
IC

　　斜里町のウトロからオシンコシンの滝付

近までの海岸沿いの細長い森林は、世界遺産

地域ではありませんが、鳥獣保護区になって

いるためエゾシカが増加し、森林に樹皮はぎ

等の被害が出ていました。

　北海道森林管理局（林野庁）は、昨年度か

らこの鳥獣保護区内の国有林で特別許可によ

るエゾシカ捕獲を開始し、計 132 頭を捕獲

遺産隣接地域でのエゾシ

カの数はここ数年徐々に

増えているんだね

しました。今年度の冬は、ウトロ東～真鯉で

囲いわな等の設置場所をさらに大幅に増やし、

より本格的に、多数のエゾシカを捕獲する予

定です。

　なお捕獲されたエゾシカは、食肉やペット

フード等に無駄なく活用されます。

遺産隣接地域内の囲いワナで捕獲されたエゾシカ

（2013 年度）

斜里町三段の滝～オシンコシンにおける冬期のエゾシカ発見頭数

（国道沿いのシカをカウント、各年度の最高値）
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会議の内容をもっと知りたい方はコチラ

今
回
主
に
話
し
合
っ
た
こ
と

■問合せ先■

環境省釧路自然環境事務所

〒085-8639　

北海道釧路市幸町 10-3 釧路地方合同庁舎 4 階

TEL 0154-32-7500  FAX 0154-32-7575

知床データセンター

http://dc.shiretoko-whc.com/

他にも知床で行われている様々な

研究データをご覧いただけます！
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目
！
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こ
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り
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進
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し
か
し
敵
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然
る
者
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の
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や
か
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読
み
取
っ
て
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間

の
思
惑
の
裏
を
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き
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あ
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は
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北大クマ研でヒグマに

関わって 35 年、全道

のヒグマのモニタリン

グと保護管理の研究に

取り組んでいます。
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（下）エゾシカの後足長

密度によって体の

大きさが変わるん

だね！
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な
お
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